


 

 

令和３年度和歌山県立中学校入学者選考の主な日程 
 

     事    項    期  間  提出者等 提出先・実施場所等 

① 

 県外志願者出願許可願の提出 

（海外を含む。） 

11月17日(火)～ 

12月４日(金) 

県外志願者の 

保護者等 

和歌山県教育庁 

学校教育局義務教育課 

 特別措置願の提出 

（保護者から小学校長に相談） 

11月30日(月)～ 

12月18日(金) 

志願者の 

在籍小学校長 
志願校 

 入学願書等の出願郵送受付 

（１月７日消印有効） 

１月４日(月)～ 

１月７日(木) 

志願者の 

保護者等 
志願校 

② 

 適性検査・作文の検査実施 １月23日(土) 志願者本人 別途記載 

 面接実施 １月24日(日) 志願者本人 別途記載 

③  選考結果の発表 １月30日(土)  本人宛てに郵送 

④ 

入学確約書の提出 

入学予定者証明書の受領 

２月１日(月)～ 

２月３日(水) 

志願者の 

保護者等 
志願校 

⑤  欠員の補充者への意思確認 

２月４日(木)～ 

２月８日(月) 

＊ 土 曜 日 及 び 日 曜 日 を 除 く 。 

 
志願校から該当者に 

電話で直接連絡 

⑥ 

「入学予定者証明書」の写し 
及び「就学通知書」の提出 

入学確約書の提出後

速やかに 

志願者の 

保護者等 
当該市町村教育委員会 

 
入学者選考の流れ  
                         
 

 

 

 

 

 

 

 

書類提出・問い合わせ先 

和歌山県教育庁学校教育局義務教育課 
〒640-8585  和歌山市小松原通1-1 

TEL 073-441-3661 FAX 073-424-8877 

県立古佐田丘中学校 
〒648-0065  橋本市古佐田 4-10-1  
  TEL 0736-32-0049  FAX 0736-34-2185 

県立向陽中学校 
〒640-8323  和歌山市太田 127  

TEL 073-471-0070 FAX 073-471-1001 

県立桐蔭中学校 
〒640-8137  和歌山市吹上 5-6-18 

TEL 073-436-7755  FAX 073-436-7766 

県立日高高等学校附属中学校 
〒644-0003  御坊市島 45   

TEL 0738-22-0500 FAX 0738-22-6111           

県立田辺中学校 
〒646-0024  田辺市学園 1-71  

TEL 0739-22-1921 FAX 0739-22-0636 

（市町村教育委員会へ） 
「入学予定者証明書」の写し 
及び「就学通知書」の提出 
 

（志願校で） 
・入学確約書の提出 
・入学予定者証明書の受領 

適性検査等を受検 募集要項の入手 

（欠員が生じる） 

① ③ 

⑤ 

⑥ ④ 

② 
発表 

合 

電話にて意思確認 
（入学希望） 
（未提出） 

入学願書等の提出

（郵送のみ） 

否 
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ⅠⅠ  令令和和３３年年度度和和歌歌山山県県立立中中学学校校入入学学者者募募集集要要項項  
 

１１  出出願願資資格格 

  和歌山県立中学校（以下「県立中学校」という。）に出願することができる者は、

次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 和歌山県内の小学校又はこれに準ずる学校（以下「小学校」という。）を令和

３年３月卒業見込みの者で、保護者の現住所が和歌山県内にあるもの 
(2) 和歌山県内の義務教育学校前期課程（以下「小学校」に含める。）を令和３年

３月修了(以下「卒業」に含める。)見込みの者で、保護者の現住所が和歌山県内

にあるもの 

(3) 和歌山県教育委員会が出願を許可した者 

 

２２  募募集集定定員員 

和歌山県立古佐田丘中学校 40 名 

和歌山県立向陽中学校 80 名 

和歌山県立桐蔭中学校 80 名 

和歌山県立日高高等学校附属中学校 40 名 

和歌山県立田辺中学校 80 名 

  

３３  通通学学区区域域 

    和歌山県内全域とする。 

  

４４  出出願願手手続続  

(1)  入学を志願する者（以下「志願者」という。）は、次の書類等を志願する県立中

学校の校長(以下「県立中学校長」という。)に簡易書留(郵送)により提出するこ

と。ただし、出願は１校のみとする。 

  ア 入学願書、受検票 

        必要な事項を記入し、入学願書には選考検査手数料として、和歌山県証紙

(2,200 円)を入学願書の所定の欄にはること。 

        出願前３か月以内に撮影した志願者の上半身の写真（縦 4 ㎝、横 3 ㎝）を入学

願書及び受検票の所定の欄にはること（２か所とも同じ写真。裏に志願者本人氏

名を記入すること)。なお、入学願書及び受検票は切り離さないで提出すること。 

  イ 調査書 

    志願者が在籍する小学校の校長(以下「小学校長」という。)が、令和３年度和

歌山県立中学校調査書作成要領に基づいて作成し、厳封したものとする。 

  ウ 受検票送付用封筒 

   受検票を受け取る自宅等の宛先を記入し、404 円分の切手を貼付すること。 

エ 選考結果通知用封筒 

選考結果を受け取る自宅等の宛先を記入し、694 円分の切手を貼付すること。 

(2)  出願期間は、令和３年１月４日（月）から令和３年１月７日（木）までとする

（最終日の消印有効）。 
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(3)  身体に障害がある等やむを得ない理由から、通常の方法により適性検査、作文

の検査及び面接を受検することが困難と思われる場合は、あらかじめ小学校長に

相談すること。 

小学校長は、志願者の状況に基づき、特別措置願を作成し、令和２年 11 月 30

日（月）から令和２年 12 月 18 日（金）までに、県立中学校長に提出する。 

県立中学校長は、提出のあった特別措置願の写しを和歌山県教育委員会教育長

に提出し、協議の上、適切な措置を講じることとする。 
ただし、緊急の場合はこの限りではなく、県立中学校長に申し出ること。 

(4)  受検票の交付 

県立中学校長は、出願関係書類を受理した後、提出された受検票に受検番号を

付して志願者に郵送する。 

(5)  出願書類の受理 

いったん受理した書類及び選考検査手数料は、いかなる理由があっても返還しな

い。 

 

５５  入入学学者者選選考考方方法法等等   

    志願者に対して、適性検査Ⅰ・Ⅱ、作文の検査及び面接を行う。 

  (1) 検査内容及び実施方法等 

    ア 適性検査Ⅰ・Ⅱは、小学校で学んだ基礎的な力に基づき、自然や身近なことが

らについて、考えたり、まとめたりする。 
  イ 作文の検査は、与えられたテーマについて自分の考えを 600 字程度にまとめる。 

  ウ 面接は、一人５分程度の個人面接方式により実施する。 

 (2) 日程及び会場 

ア 日程   

○令和３年１月 23 日（土）【適性検査Ⅰ・Ⅱ及び作文の検査】    

８：３０ 集合 

   ８：４５～ ９：１５    点呼・入場・諸注意  

   ９：１５～１０：００    適性検査Ⅰ 

 １０：００～１０：１５   休憩 

 １０：１５～１１：００    適性検査Ⅱ 

 １１：００～１１：１５    休憩 

 １１：１５～１２：００    作文 

 １２：００～１２：１０    諸連絡 

       
○令和３年１月 24 日（日）【面接】 

  集合時刻及び面接開始時刻は、受検番号により異なるため、 
前日の検査終了後に、文書により連絡する。 
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    イ 会場 

志 願 校 会  場 

 県立古佐田丘中学校  県立古佐田丘中学校・橋本高等学校 
 県立向陽中学校  県立向陽中学校・向陽高等学校 
 県立桐蔭中学校  県立桐蔭中学校・桐蔭高等学校 

 県立日高高等学校附属中学校  県立日高高等学校附属中学校 ・日高

高等学校 
 県立田辺中学校  県立田辺中学校・田辺高等学校 

 

(3) 受検上の留意事項 

ア 検査開始の時刻までに入室しない場合は、原則として受検を認めない。また、

選考検査を受けられなかった者に対する選考予備日は設けない。 

イ 検査当日は、受検票、鉛筆（シャープペンシルも可）及び消しゴムを持参する

こと。なお、鉛筆削り及び腕時計は検査室に持ち込んでもよいが、辞書機能や計

算機能等の付いた腕時計、その他検査に不必要な物の持込みは禁止する。 

ウ 検査中、受検票は必ず机の上に置くこと。 

エ 面接当日も、受検票を持参すること。 

オ  県立古佐田丘中学校・県立田辺中学校を受検する者は、上履きを各自持参する

こと。 

 

６６  入入学学予予定定候候補補者者のの決決定定  

 (1) 選考の原則 

   県立中学校長は、適性検査Ⅰ・Ⅱ、作文の検査及び面接の結果並びに小学校長が

作成した調査書を資料とし、志願者の意欲や適性等を総合的に判断して入学予定候

補者を決定する。 

  (2) 選考に係る資料の評価 

   ア 適性検査Ⅰ・Ⅱ 

     適性検査は各100点満点とし、計200点満点とする。 

  イ 作 文 
    作文は、50 点満点とする。 

    ウ 面 接 

    段階的に評価する。 

    エ 調査書 

       調査書の「各教科の学習の記録」、「外国語活動の記録」、「総合的な学習の

時間の記録」、「総合所見」等の記載内容を総合的に評価する。 

  

７７  選選考考結結果果のの発発表表 

  令和３年１月 30 日（土）に、本人宛てに選考結果通知書を郵送する。 

  令和３年 1 月 31 日（日）中に選考結果通知書が届かない場合は、令和３年２月１

日（月）午前９時から正午までに、志願した県立中学校まで問い合わせること。 
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８８  入入学学予予定定候候補補者者のの手手続続等等 

  (1) 入学確約書の提出 

     入学予定候補者の保護者は、入学確約書を次のとおり入学予定の県立中学校長に

提出すること。ただし、入学確約書を提出した後の辞退はできない。 
期   間 

令和３年２月１日（月）から 

令和３年２月３日（水）まで 
午前９時から午後４時まで 

また、郵送する場合は「簡易書留」とし、令和３年２月３日（水）午後４時必着

とする。 

なお、手続期間内に入学確約書の提出がない場合は、入学を辞退したものとみなす。 

  (2) 入学予定者証明書の交付 

      県立中学校長は、入学予定候補者の保護者から入学確約書の提出があった場合、

直ちに入学予定者証明書を交付する。 

 (3) 市町村教育委員会への届出 

   入学予定者証明書を交付された入学予定者の保護者は、当該市町村教育委員会に

入学予定者証明書の写し及び就学通知書を持参し、県立中学校に就学する旨を速や

かに届け出ること。 

 

９９  欠欠員員のの補補充充 

    入学辞退者が生じた場合、県立中学校長は、入学予定候補者とならなかった者の中

から、順次入学意思を確認の上、所定の手続を経て入学予定者を決定する。 

  (1) 実施期間 

      令和３年２月４日（木）から令和３年２月８日（月）までとする（ただし、土曜

日及び日曜日を除く。）。 

（2）該当者への連絡 

   欠員補充者に対する入学意思の確認及び手続等については、該当者に電話で直接

連絡する方法により行う。 

 

1100  入入学学許許可可のの取取消消 

  入学者選考に係る不正の事実が判明したときは、入学許可を取り消す。 

 

1111  県県外外（（海海外外をを含含むむ。。））かかららのの出出願願 

  (1) 出願資格 

      県立中学校に出願できるのは、令和３年３月に県外の小学校を卒業見込みの者又

は令和２年度中に海外において日本の小学校と同等の教育を修了見込みの者で、次

のいずれかに該当し、申請の上、和歌山県教育委員会の許可（以下「出願許可」と

いう。）を受けたものとする。 

ア 本人及び保護者の住所が和歌山県内にある者 
イ 入学する日までに本人及び保護者が和歌山県内に居住することが確実な者 
ウ 保護者と和歌山県内に居住することができないことに、特別な事情がある者 

  (2) 申請・出願手続 

  ア 出願許可を受けようとする者は、学校長の証明印のある県外志願者出願許可願

に、現住所の住民票謄本、転勤証明書、建築確認申請書等必要な書類を添えて、
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令和２年 11 月 17 日（火）から令和２年 12 月４日（金）までに和歌山県教育庁

学校教育局義務教育課（以下、「義務教育課」という。）に持参すること。 

イ 出願許可を受けた者には、許可願の写しに許可印を押して交付するので、県立

中学校長に入学願書等を提出する際には必ず添付すること。 

   ウ その他の手続は、県内からの出願手続に準ずる。 

  (3) 留意事項 

  ア 県外志願者出願許可願は、保護者又はこれに代わる者が直接持参するものとす

る。ただし、持参することが難しい場合は、提出方法について義務教育課に問い

合わせること。 

  イ 審査結果の連絡のため、返信用封筒（長形３号に宛先を明記し、特定記録郵便

で返信のため、254 円分の切手を必ず貼付すること。海外の場合は義務教育課に

問い合わせること）を添付するものとする。 

  

1122  適適性性検検査査ⅠⅠ・・ⅡⅡ、、作作文文のの得得点点のの簡簡易易開開示示 

和歌山県個人情報保護条例(平成 14 年和歌山県条例第 66 号)第 25 条に基づく、開

示請求の特例に関する事務取扱要領(平成 15 年５月 26 日 教育長決定)により、次の

とおり実施する。 

(1) 開示する内容 

  適性検査Ⅰ・Ⅱ、作文の得点 

(2) 開示請求できる者 

  受検者本人 

(3) 開示請求の受付期間及び受付時間 

  ①令和３年２月１日(月)から２月 12 日(金)まで 

午後３時から午後４時 30 分まで 

  ②令和３年３月 25 日(木)から３月 31 日(水)まで 

午後１時から午後４時まで 

      なお、①、②の期間中とも、土曜日、日曜日、祝日及び学校の休日を除く。 

また、電話又は郵送による開示請求は受け付けない。 

(4) 開示請求及び開示の場所 

  受検した県立中学校 

(5) 本人確認のための提示を求める書類 

 ア 受検票 

 イ 本人であることを確認できるもの（健康保険証、住民票等） 

(6) 開示方法 

  請求を受けた中学校長は、受検者本人であることを確認した上、請求のあった個

人情報を、開示する内容を転記した書面の交付により即時に開示する。 

 

1133  そそのの他他  

    新型コロナウイルス感染症等の感染拡大の状況によっては、募集要項の内容を変更

する場合がある。 

  なお、変更する場合は、本県教育委員会のホームページで知らせる。 
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（該当者のみ提出）

特 別 措 置 願

令和 年 月 日

和歌山県立 中学校長 様

学 校 名

校 長 氏 名 印

志願者氏名

上記の志願者について、下記の理由により、特別の措置をお願いします。

記

理

由

措

置

内

容
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県 外 志 願 者 出 願 許 可 願
令和 年 月 日

和歌山県教育委員会教育長 様

志願者氏名

保護者氏名 印

私は、下記の事情により、和歌山県立中学校に出願したいので、許可くださるよう

申請します。

氏 名 生年月日 平成 年 月 日生

志
現 住 所

願
入学後の住所

者 立 学校

在 籍 校 (住所)

TEL

保 氏 名 続 柄 志願者の

護 現 住 所

者
及び連絡先 TEL

入学後の住所

（具体的に）

特

別

事

情

上記のとおり相違ないことを証明します。

令和 年 月 日

立 学校 校長氏名 印

上記の願いを許可します。

令和 年 月 日

和歌山県教育委員会教育長 宮 﨑 泉 印
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ⅡⅡ 令令和和３３年年度度和和歌歌山山県県立立中中学学校校調調査査書書作作成成要要領領

「令和３年度和歌山県立中学校入学者募集要項」(以下「募集要項」という。)による調査

書については、本調査書作成要領に従って、志願者が在籍する小学校長が作成すること。

１１ 一一般般事事項項

・県教育委員会が配布する募集要項に示す様式によって作成すること。

・志願者１人につき１通を作成すること。

・「小学校児童指導要録」の記載事項に基づき記入するとともに、次の事項（「２ 各項

目の記入」等）に留意し作成すること。

・令和２年12月22日(火)現在で記入すること。

・作成後、調査書は厳封し、封筒には児童名を記載すること（ゴム印可）。

２２ 各各項項目目のの記記入入

志願者について、次の事項を記入すること。

((11)) 基基本本的的事事項項

ア 氏名(ふりがなを付ける。)

イ 性別(男女の別を記入する。)

ウ 生年月日

((22)) 各各教教科科のの学学習習のの記記録録

ア 観点別学習状況

(ｱ) 記入する観点別学習状況

第５学年及び第６学年の観点別学習状況について、Ａ、Ｂ、Ｃを記入すること。

なお、観点欄にある各教科の番号は、後に示した「各教科の観点別学習状況におけ

る観点」に付した番号に対応したものである。

(ｲ) 評価の基準

観点別学習状況は、小学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実

現状況を観点ごとに評価し、Ａ、Ｂ、Ｃの記号により記入する。この場合、「十分

満足できると判断されるもの」をＡ、「おおむね満足できると判断されるもの」を

Ｂ、「努力を要すると判断されるもの」をＣとする。

第第５５学学年年ににおおけけるる各各教教科科のの観観点点別別学学習習状状況況ににおおけけるる観観点点

教 科 番号 観 点

１ 国語への関心・意欲・態度

２ 話す・聞く能力

国 語 ３ 書く能力

４ 読む能力

５ 言語についての知識・理解・技能

１ 社会的事象への関心・意欲・態度

２ 社会的な思考・判断・表現
社 会

３ 観察・資料活用の技能

４ 社会的事象についての知識・理解

− 11 −
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１ 算数への関心・意欲・態度

２ 数学的な考え方
算 数

３ 数量や図形についての技能

４ 数量や図形についての知識・理解

１ 自然事象への関心・意欲・態度

２ 科学的な思考・表現
理 科

３ 観察・実験の技能

４ 自然事象についての知識・理解

１ 音楽への関心・意欲・態度

２ 音楽表現の創意工夫
音 楽

３ 音楽表現の技能

４ 鑑賞の能力

１ 造形への関心・意欲・態度
図 画 ２ 発想や構想の能力

３ 創造的な技能工 作

４ 鑑賞の能力

１ 家庭生活への関心・意欲・態度

２ 生活を創意工夫する能力
家 庭

３ 生活の技能

４ 家庭生活についての知識・理解

１ 運動や健康・安全への関心・意欲・態度

２ 運動や健康・安全についての思考・判断
体 育

３ 運動の技能

４ 健康・安全についての知識・理解

第第６６学学年年ににおおけけるる各各教教科科のの観観点点別別学学習習状状況況ににおおけけるる観観点点((各各教教科科共共通通))

教 科 番号 観 点

１ 知識・技能

国 語 ２ 思考・判断・表現

３ 主体的に学習に取り組む態度

イ 評定

各教科の評定については、次のとおりとする。

(ｱ) 記入する評定

第５学年及び第６学年の評定を記入する。

(ｲ) 評定の基準

各教科の学習の状況について、小学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らし

て、その実現状況を総括的に評価し、３、２、１の数字により記入する。

各教科の評定は、小学校学習指導要領に示す目標に照らして、「十分満足できる

と判断されるもの」を３、「おおむね満足できると判断されるもの」を２、「努力

を要すると判断されるもの」を１とする。

− 12 −
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((33)) 外外国国語語活活動動のの記記録録

第５学年の外国語活動における児童の学習状況について顕著な事項を、評価の観点に

照らして特徴を記入する等、児童にどのような力が身に付いたかを文章で記述する。

((44)) 総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの記記録録

第５学年及び第６学年の総合的な学習の時間における児童の学習状況について顕著な

事項を、評価の観点に照らして特徴を記入する等、児童にどのような力が身に付いたか

を文章で記述する。

((55)) 出出欠欠のの記記録録

ア 欠席日数

第５学年及び第６学年における欠席日数について記入する。

イ 備考

10日以上の欠席がある場合は、主な欠席理由について記入する。

((66)) 総総合合所所見見

本人の長所を取り上げることを基本とし、第５学年及び第６学年の状況を中心に、次

の事項などについて記入する。

ア 各教科、特別活動（学級活動、児童会活動、クラブ活動）等やその他学校生活全体

に関する所見

(ｱ) 学習に対する意欲・態度、努力の状況等、学習状況に関すること

(ｲ) 児童の成長の状況等に関すること

イ 校外における文化的活動、体育的活動、ボランティア活動、その他の部門における

活動の顕著な実績

(ｱ) 地区(大会)や県(大会)での顕著な実績

(ｲ) 剣道○級、珠算○段等の技術レベル等

３３ 留留意意事事項項

(1) 調査書は、パソコン等を用いて作成してもよいが、各項目記入欄の大きさ等に変更を

加えてはならない（調査書の様式は、義務教育課ホームページからダウンロード可）。

なお、作成した調査書を複写(コピー)してもよい。この場合、記入責任者印、校長印(職

印)は複写後に押印するものとする。

(2) 重要なことや顕著な内容について、記入漏れ等がないよう十分注意すること。

(3) 記入にあたっては、黒色インク(万年筆、ボールペン等)を用い、原則として常用漢字、

１、２、３等のアラビア数字及び現代仮名遣いを用いる。ただし、固有名詞はこの限り

ではない。また、学校名、学校長氏名、数値、記号等は、ゴム印を使用してもよい。

(4) 海外で居住していた経験がある場合、国名、期間及び海外で在籍していた学校名を総

合所見欄に記入する。

(5) 特に配慮の必要な事項等で、県立中学校に知らせておく必要があると思われる事項に

ついては、総合所見欄に記入する。さらに、詳しく記載する必要がある場合には、小学

校長は「副申書」（定型様式なし）を提出することができる。

(6) 出願は１校にのみ行えるものとすることから、調査書は、志願者１人に対して１通の

み交付すること。
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入 学 確 約 書

令和 年 月 日

和歌山県立 中学校長 様

私は、貴中学校に入学することを確約します。

ふ り が な

入学予定候補者氏名
（本人署名） 受検番号

ふ り が な

保護者氏名 印

現 住 所

連絡先 TEL － －

※郵送の場合は、入学予定候補者が封筒を用意し、「簡易書留」とすること。



（該当者のみ提出）

特 別 措 置 願

令和 年 月 日

和歌山県立 中学校長 様

学 校 名

校 長 氏 名 印

志願者氏名

上記の志願者について、下記の理由により、特別の措置をお願いします。

記

理

由

措

置

内

容



県 外 志 願 者 出 願 許 可 願
令和 年 月 日

和歌山県教育委員会教育長 様

志願者氏名

保護者氏名 印

私は、下記の事情により、和歌山県立中学校に出願したいので、許可くださるよう

申請します。

氏 名 生年月日 平成 年 月 日生

志
現 住 所

願
入学後の住所

者 立 学校

在 籍 校 (住所)

TEL

保 氏 名 続 柄 志願者の

護 現 住 所

者
及び連絡先 TEL

入学後の住所

（具体的に）

特

別

事

情

上記のとおり相違ないことを証明します。

令和 年 月 日

立 学校 校長氏名 印

上記の願いを許可します。

令和 年 月 日

和歌山県教育委員会教育長 宮 﨑 泉 印



調 査 書
記入責任者 職名 ・氏名 ○印

氏 名 性別 生年月日 平成 年 月 日生
ふ り が な

各 教 科 の 学 習 の 記 録 外国語活動の記録 (５年)

観点別学習状況 評 定 観点別学習状況 評定
教 科 教 科

観点 ５年 ６年 ５年 ６年 観点 ６年 ６年

１ １

２ 外国語 ２

国 語 ３ ３

４ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録 (５･６年)
５

１

２
社 会

３

４ 欠席日数 備 考

１ 出欠の

２ ５年
算 数 記 録

３
６年

４

１ 総 合 所 見

２
理 科

３

４

１

２
音 楽

３

４

１

図 画 ２

工 作 ３ 上記のとおり相違ないことを証明します。

４ 令和 年 月 日

１

２
家 庭

３ 学校名

４

１ 学校所在地
２

体 育
３ 学校長氏名 印

４



この冊子は地球環境に優しい再生紙、
植物油インキを使用しています。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔県立中学校入学者募集要項についての問い合わせ先〕 

 和歌山県教育庁学校教育局義務教育課 

  〒640-8585 和歌山市小松原通一丁目１番地 

  TEL（073）441-3661   FAX（073）424-8877 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/kyouiku/soshiki/501100/index.html 

 
 
 
 この冊子は地球環境に優しい 100％再生紙、 

植物油インキを使用しています。 
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